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撃将軍を帯びているが、ごとには職事官と散官との高低関係を表示する f守J ' r行』の
字は冠されていない。Ii'敦鍾名旗志』の残巻写本全体の傾向から判断してとの個所だけ



































































(2) たとえば、角田文衛「軍聞と衛府J Ii'西国先生額寿記念 日本古代史論叢J] 1 9 6 
。年。開『律令国家の展開(角田主瞬時3)J (1 9 8 5年)所収。なお我が閣におけ
る律令軍団の研究概要と関係諸論考は、下向井龍彦「日本律令軍制の形成過種』
『史学雑誌J 100-6 (1991年)が整理が行き届いて侵利である。
(3) 日比野丈夫『唐代蒲昌府文書の研究J [i東方学報J (京都) 3 3、 1963年。同
「新護の蒲昌府文書についてJ Ii'東方学報J (京都) 45、 1973年。菊池英夫






t， ~n峰、鵬唯L~. しかし折輔の官聞はそのまま在璃舗の錦織目されて士) について、 その理由が今一つ明確
になっていない。したがって州の折衝府については、従前の研究経緯を踏まえて、
その整理が必要であろう。なお「弱水府』については、荒川正晴「唐河西以西の伝











兵制の運用J (下) Ii'東洋学報J 52-4、19 70年、 52頁。






(9) r!i'例』の研究J !i'日本古代史論集(耕太陣博士車関金銀).n下、 1962年。
(10) r古代史論集(直持政腕生古縦走錦).n中、 1988年、 278頁。
(11)正確にいえば小笠原宣秀氏との共同執筆である。 r西域文化研究.n3、 1960年。





文書集成』壱、 1984年、釈文37.， 8頁及び図版 95を併見。
(14)前掲註 (11)論文、 146"""7頁。










あるととになる。 r唐減高昌国後的西州形勢J Ii'東洋文化.n6 8、 1988年、 8








条に関する一試論一官職の守行の理解をめぐって-J Ii'法制史研究.n3 8、 198
9年。滋賀秀三『唐の官制における叙任と行・守一槻木正氏に答えるーJ Ii法制史
研究.n3 9、 1990年。










もあり、試案にすぎない点を断っておく。前揚註 (3) 日比野論文、 270頁。
(3 1)前掲註(1)浜口論文、 11~2 頁。
(32)なお誤口氏は、垂挟年閉まで含めて、上府 (1000人) .中府 (800人)。下
府 (600人〕であったとする。前掲註(1)浜口論文、 11頁。
(33) 前掲註(1)誤口論文、 12~4 頁。~旧膚書』巻 4 2職官志(ー)。
(34)前掲註(1)浜口論文、 12頁。
(35) ~六典』巻 25 0 なお校尉の定員については『通典』巻 29 武官折衝府の条及び
『新膚書』巻40兵志ともに 6員とし、 『大唐六輿;~巻 25 、 『旧唐書』巻 24職
官志(三)及び『新唐書』巻49上百官志(四)上は 5員とする。ととでは後者を
永徽令とする誤口氏の指摘にしたがって採用しない。との点は日比野氏の表と異に
する。校尉以下も開じ。前掲註(1)浜口論文、 11~2 頁。前掲註 (3) 日比野論
文、 270頁。
(36)前掲註(10)松本論文、 278頁。
(37) Tatsuro YAMAMOTO and others.eds.，TUNFUAN AND TURFAN DOCUMENTS CONCERNING 
SOCIAL AND ECONOMIC HISTORY I Legal Texts (A)，19g0、pp45-48.事f鍛文「教煙
吐魯番膚代法制文書考釈~ (1989年) 355~70 頁。
(38)前掲註(11)論文、 147頁。
(39) r吐魯番出土の佃人文書研究J ~屠宋社会経詩史研究~ (1965年)、 22頁。
(40) ~中田吉代籍帳研究~ (1979 年)、 332~4 頁。
(41)前掲註 (40) 池田著書、 322~3 頁。
(42) Il'吐魯番考古記~ (1945年) 3 5頁。
(43)資五、資六の個人膿と同類の個人牒が 7世紀末のものであるととは、前掲註 (40)
池田著書、 322~34 頁の大谷文書の録文を参照。費七にあっても「奨孝通』
(3行)は大谷 3025号文書(7 世紀末~8 世紀はじめ)にも見えてその同時代性





る。李方「吐魯番文書中的“員外果毅"J Il'文物~ 1986-40 
(44)西鴫定生「吐魯番出土文書より見たる均田制の施行状態J Il'中国経済史研究~ (1 
966 年)、 438~9 頁。池田温「西域文化研究第二 教娃吐魯番社会経済資料









(前掲註 (3) 日比野「唐代蒲昌府文書の研究J、278頁等)が 7世紀末の賢一
(大谷 3030)にもみえる。この時は『方亭成Jは前庭府の地団にあったと推定
される。
(46)たとえば、 「唐永隆元 (68 0)年軍団牒為記注所属衛士征鎮様人及勲官鍍符諸色














とあるように、勝副が二人( の部分)みえる。しかしそれには「上J r中J r下j
の文字は冠せられていない。隊正・旅帥・校尉の場合も同様である。
(47)録文、侯燦「解放後新出吐魯番墓誌録J [f'敦盤吐魯番文献研究論集.!l 5 、 605~








(49)新彊維吾か自治区博物館等 r1 9 7 3年吐魯番阿斯塔那古墓群発掘簡報J [f'文物』
1975-7、 11---2頁。
(50)録文、池田温「沙州図経略考J [f'榎博士還暦記念東洋史論叢.!l (1975年)、 7












『吏謂Jl 9、 1988年、 30頁。陳間螺「略論日本大谷文書与吐魯番新出基葬文
書之聯保J !i'敦鍾畦魯番学研究論文集J (1990 年)、 272~5 買。
(56)鋸文、前掲註(18)抱田論文、 10頁。
(57)前掲註(18)池田論文、 19頁。




































(199 1、 9、 30補記)・なお本稿において「垂挟年間に至るまでj ・「垂棋中以前に至るまでJ • r垂






第 18年8号と 9号の二回(1903年時四四月16)にわたって掲載された。 との時、哲
信は、 「捜辺枠原j の雅号を使っている。との哲信の雅号・枠原は、 『万葉集』に
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